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１．まえがき  

「大阪港北港南地区岸壁（-15ｍ）（C-11）改良工事」は，現在

稼動中のコンテナターミナルの液状化による被害を防止するこ

とを目的として，高圧噴射攪拌工法により液状化対策を行ったも

のである．高圧噴射攪拌工法のうち GEOPASTA 工法は，地盤の

液状化防止を目的とし，固化材を地盤中に混合攪拌して地盤を固

化するものであり，地盤固化に必要な最小量の固化材で，短い工

期で改良体を造成できる工法である 1) 2)． 

本報告は，GEOPASTA 工法で造成された改良体の室内試験（一

軸圧縮試験・超音波速度測定）から得られた改良体特性について

述べる． 

２．調査概要 

図－1 に地盤柱状図及び代表改良断面，表－1 に粒度分布を示

す．改良対象地盤は GL－2.8～20.7m の 17.9ｍ区間であり，N

値 10 前後の緩い埋戻し土（砂礫～玉石混砂礫を主体）で構成さ

れていた．粒度分布は不均一ながら礫分が卓越し，玉石・コンク

リート（改良土）ガラ等が点在していた．図－２に平面図，表－

２に施工仕様を示す．改良体は，経済性を考慮して改良率α

=78.5％の接円配置を基本にし，埋設物と干渉しないように改良

径 φ3.2ｍとφ4.5ｍの 2タイプを併用した配置とした．コアサン

プリングは図中●の位置で実施し，採取したコアで一軸圧縮試験

や超音波速度測定を行った． 
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表－１ 粒度分布及び粒径 

図－１ 地盤柱状図及び代表改良断面 

表－２ 施工仕様 

図－２ 平面図 
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３．改良体の力学特性  

表－３に一軸圧縮試験から得られた平均一軸圧縮強さ・標準偏差・変動係数を，図－３に一軸圧縮強さのヒスト

グラムを示す．平均強度 qu＝5,253 kN/m2・標準偏差 2,730 kN/m2・変動係数 52％を示し，最小改良強度は qumin

＝803 kN/m2の結果が得られ，一般的な液状化対策として要求される qu＝100 kN/m2を十分満足した．しかし，埋

戻し土である原地盤の性状のばらつきが大きいことから，変動係数は，従来の高圧噴射攪拌工法の 45％前後 4），機

械式攪拌深層混合処理工法の 20～45％程度 5）よりも若干大きな値を示した．図－４に一軸圧縮強さと変形係数 E50

の関係を示す．本工法は E50≒450・qu（300～800・qu）となり，機械式攪拌深層混合処理工法の関係 E50≒180・

qu6）より大きい数値を示した．図－５にコアサンプリングした供試体の湿潤密度，一軸圧縮強さ，超音波速度測定

から得られたせん断波速度の深度分布を示す．一軸圧縮強さ及びせん断波速度は，深度が深いほど値が大きくなる

傾向がみられた．一方で，湿潤密度は深度に関係なくほぼ一定の値を示した．それは，浅い深度では礫分や玉石等

が卓越していたため，強度に比べて密度が高くなっていたと想定される．図－６に一軸圧縮強さとせん断波速度の

関係を示す．改良体のせん断波速度は，一軸圧縮強さの増加に伴って大きくなる傾向にあり，一般的な岩石と同様

な傾向が認められた． 

４．まとめ 

GEOPASTA 工法の現場コアの改良体特性について室内試験で調べた結果，一軸圧縮強さにばらつきはあるもの

の液状化対策として要求される qu＝100 kN/m2を十分満足することがわかった．また，一軸圧縮強さとせん断波速

度の関係は一般的な岩石と同様な傾向を示すことがわかった．今後は他の地盤での改良体特性のデータ蓄積を行う

とともに，原位置のせん断波速度を用いた改良地盤の全体評価についても取り組んでいく予定である． 
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図－４ 一軸圧縮強さと変形係数 E50の関係

図－５ 各値の深度分布図 

表－３ 一軸圧縮試験結果 

図－６ 一軸圧縮強さとせん断波速度の関係文献 3）に加筆 

図－３ 一軸圧縮強さのヒストグラム 
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